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堤 喜 登 美
〔1〕 序 論
最近一次元金属と見なしうる物質が兄い出され多くの研究がなされてきている｡その
代表的なものとしてはKCPとTTF-TCNQがある｡これらの物質が注目を集めてい
る理由として従来理論的可能性 としてしか理解されていなかったバイエルス転移が実在
の物質において観測されるようになったことを挙げることが出来る｡バイエルス転移は
バイエルスの有名な固体物理の教科書に述べられているように一次元金属は波数 2kF
(kFはフェルミ波数 )の自発格子変調を起こし,フェルミレベルにエネルギーギャッ
プを作 り絶縁体になるというものである｡Ⅴ族の遷移金属のカルコゲン化合物である
TaS3のC軸方向の電気抵抗の温度依存性に関してFig･1のような結果を得た｡室温
より高温では温度上昇とともに電気抵抗が増大するという意味で金属的である｡ 抵抗値
280K付近で極小を示し, 220Kから200Kにかけては急激な増加を示し, 200Kか
ら120Kにかけてはexp(Eg/2kT)で記述できるo Egの値は150meV程度であ
る｡ このTaS3の金属一絶縁体転移のモデルとしてバイエルス転移を考えた｡
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